
一
二
〇
〇
人
を
超
え
る
聴
衆
を
集
め
て
「
第
九
」
の
大
合
唱
を
行
っ
た
事
業
が
あ
る
。
平
成
四
年
度
は
、
一
・
二
年
生
の
音
楽

選
択
生
徒
二
七
〇
人
と
教
職
員
七
〇
人
、
保
護
者
五
〇
人
、
地
域
住
民
八
〇
人
が
合
唱
団
と
な
り
、
独
唱
は
卒
業
生
を
含
む
四

人
に
依
頼
、
演
奏
は
同
校
吹
奏
楽
部
五
〇
人
、
総
勢
五
〇
〇
人
余
り
が
参
加
し
た
。
生
徒
た
ち
は
六
月
か
ら
練
習
を
始
め
、
一

般
の
人
た
ち
は
九
月
か
ら
毎
週
集
ま
り
、
本
番
ま
で
一
九
回
の
練
習
を
行
っ
た
。
十
二
月
二
十
三
日
の
演
奏
会
に
は
、
一
般
の

聴
衆
四
〇
〇
人
と
生
徒
八
〇
〇
人
、
さ
ら
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
社
な
ど
の
報
道
陣
が
集
ま
り
、
そ
の
前
で
見
事
に
歌
い

上
げ
た
。

第
二
節
　
大
学
教
育
・
職
業
教
育
の
進
展

一
　
大
学
教
育
の
進
展

看
護
大
の
開
学
で

県
立
三
大
学
体
制
へ

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
に
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
た
神
戸
商
科
大
学
は
、
発
足
当
初
の
商
経

学
部
は
経
済
学
科
と
経
営
学
科
の
二
学
科
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
三
十
八
年
度
に
管
理
科
学
科
を
、
五
十

五
年
度
に
は
国
際
化
を
先
取
り
し
た
形
で
国
際
商
学
科
を
設
置
し
た
。
な
か
で
も
管
理
科
学
科
は
、
我
が
国
に
導
入
さ
れ
始
め

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
す
る
学
科
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
数
学
、
確
率
・
統
計
の
三
つ
を
ツ
ー
ル
と
し
て
、
そ
の
上
に

様
々
な
科
学
的
計
画
・
管
理
技
法
を
組
み
上
げ
、
組
織
の
意
思
決
定
・
経
営
・
管
理
に
活
用
す
る
講
座
編
成
と
な
っ
て
い
て
、

社
会
の
要
請
に
応
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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そ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
垂
水
・
高
丸
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
戸
市
垂た

る

水み

区
）
が
手
狭

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
度
に
は
、
倍
近
い
広
さ
を
持
ち
、
神

戸
市
営
地
下
鉄
の
駅
に
隣
接
す
る
神
戸
研
究
学
園
都
市
へ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
転
し
た
。

　
姫
路
工
業
大
学
で
は
平
成
二
年
度
に
理
学
部
が
新
設
さ
れ
、
物
質
科
学
科
と
生
命
科

学
科
の
二
学
科
で
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
年
に
は
上
郡
町
の
播
磨
科
学
公
園
都
市
キ
ャ
ン
パ

ス
が
竣
工
し
、
移
転
し
た
。
既
に
平
成
元
年
、
日
本
原
子
力
研
究
所
と
理
化
学
研
究
所

が
、
大
型
放
射
光
施
設
（
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ–

８
）
の
建
設
地
を
こ
こ
兵
庫
県
播
磨
科
学
公

園
都
市
に
決
め
て
お
り
、
三
年
十
一
月
に
は
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ–

８
の
建
設
工
事
に
着
工

し
、
同
施
設
の
供
用
開
始
は
九
年
十
月
と
な
っ
た
。

　
平
成
二
年
度
に
入
学
し
た
学
部
生
が
ち
ょ
う
ど
卒
業
・
進
学
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
大
学
は
六
年
度
に
は
大
学
院
理
学
研
究

科
（
物
質
科
学
専
攻
・
生
命
科
学
専
攻
）
を
開
設
、
さ
ら
に
そ
の
二
年
後
の
八
年
度
に
は
博
士
課
程
を
置
い
て
そ
の
充
実
を
図
り
、

研
究
者
の
育
成
に
努
め
た
。

　
ま
た
平
成
六
年
四
月
に
、
県
教
委
は
姫
路
工
業
大
学
に
附
属
高
校
を
開
校
さ
せ
た
。
全
日
制
課
程
一
六
〇
人
（
総
合
科
学
科

四
学
級
）
の
定
員
で
あ
る
が
、生
徒
募
集
は
全
県
学
区
で
あ
っ
た
た
め
に
、開
校
に
合
わ
せ
て
男
子
寮
（
二
〇
〇
人
）
女
子
寮
（
一

六
八
人
）
を
設
置
し
、
さ
ら
に
十
月
に
は
男
子
寮
を
も
う
一
棟
（
二
二
三
人
）
建
設
し
た
。

　
な
お
、
姫
路
短
期
大
学
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
姫
路
工
業
大
学
短
期
学
部
と
し
て
工
業
科
三
専
攻
と
生
活
科
の
二
科
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
短
期
大
学
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
二
年
に
工
業
科
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
独
立
し
て
県
立
姫
路
短
期
大
学

写真 200　�姫路工業大学理学部開学式�
（平成 2年）
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と
改
称
し
た
。
昭
和
四
十
年
に
神
戸
大
学
姫
路
分
校
跡
地
（
姫
路
市
新
在
家
）
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
転
し
、
保
育
科
を
増
設
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
に
は
生
活
科
を
改
組
し
て
生
活
環
境
学
科
・
食
物
栄
養
学
科
に
、
保
育
科
を
幼
児
教
育
学
科
に
、
そ
し
て
経
営

情
報
学
科
を
新
設
し
て
四
学
科
体
制
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
四
年
制
大
学
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
平

成
九
年
に
は
学
生
募
集
を
終
了
し
、
翌
年
姫
路
工
業
大
学
の
環
境
人
間
学
部
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
十
一
年
三
月
、
惜

し
ま
れ
て
そ
の
四
九
年
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

　
県
立
看
護
大
学
設
置
の
陳
情
は
、
兵
庫
県
看
護
協
会
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
八
年
頃
か
ら
何
度
も
行
わ
れ
て
い
た
が
実
現
し
な

か
っ
た
。
昭
和
六
十
三
年
、
知
事
の
諮
問
に
対
し
て
県
の
健
康
対
策
協
議
会
が
「
県
が
率
先
し
て
看
護
大
学
を
設
置
し
、
指
導

的
立
場
の
人
材
の
養
成
を
図
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
」
旨
を
答
申
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
県
は
平
成
元
年
、
看
護
大
学
を
平

成
五
年
に
設
置
す
る
方
針
を
発
表
し
た
。

　
十
八
歳
人
口
の
急
減
に
対
応
し
て
、
国
は
大
学
の
新
増
設
を
原
則
抑
制
す
る
方
針
で
あ
っ
た

が
、
特
定
分
野
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、「
看
護
職
員
に
つ
い
て
は
、
な
お
整
備
を
図
る
必

要
が
あ
る
」
と
し
て
例
外
を
認
め
た
。
看
護
の
専
門
的
知
識
・
技
術
と
豊
か
な
人
間
性
や
的
確

な
判
断
力
を
有
す
る
質
の
高
い
看
護
師
等
を
大
学
に
お
い
て
養
成
す
る
こ
と
が
社
会
的
に
求
め

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
平
成
五
年
、
明
石
の
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
県

立
看
護
大
学
が
新
設
さ
れ
、
第
一
期
入
学
生
は
一
〇
一
人
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
平
成
十
年
の
時
点
で
、
四
年
制
県
立
大
学
三
校
の
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
す
な
わ

ち
①
神
戸
商
科
大
学
（
商
経
学
部
）、
②
姫
路
工
業
大
学
（
工
学
部
・
理
学
部
・
環
境
人
間
学
部
）、

写真 201　県立看護大学（平成 5年開学）
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③
看
護
大
学
（
看
護
学
部
）
で
あ
る
。

特
色
あ
る
私
立

大
学
の
開
学
続
く

昭
和
四
十
七
年
に
兵
庫
医
科
大
学
が
開
学
し
て
以
降
、
県
内
に
は
六
十
二
年
度
ま
で
の
一
五
年
間
は
、
大

学
新
設
の
動
き
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
六
十
年
度
ま
で
高
校
の
卒
業
者
数
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
が
、
六
十
一
年
度
以
降
は
平
成
四
年
度
の
一
八
一
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
全
国
の
高
校
等
卒
業
者
数
が
急
激
に

増
え
て
く
る
こ
と
を
受
け
て
、
迎
え
入
れ
る
大
学
側
に
も
新
設
の
動
き
が
出
て
き
た
。
昭
和
六
十
二
年
四
月
に
は
宝
塚
造
形
芸

術
大
学
と
姫
路
獨
協
大
学
が
開
学
。
翌
六
十
三
年
度
に
流
通
科
学
大
学
、
さ
ら
に
平
成
元
年
度
に
神
戸
芸
術
工
科
大
学
が
続
き
、

五
年
度
に
は
県
立
看
護
大
学
も
開
学
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
は
十
八
歳
人
口
・
高
校
等
卒
業
者
が
大
幅
に
減
っ
て
い
く
危
機
感
か
ら
、
平
成
七
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け

て
県
内
の
大
学
は
新
設
・
学
部
の
再
編
・
大
学
統
廃
合
な
ど
、
慌
た
だ
し
い
時
期
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。

　
昭
和
六
十
二
年
度
に
開
学
し
た
姫
路
獨
協
大
学
は
、
す
で
に
獨
協
大
学
と
獨
協
医
科
大
学
の

二
つ
を
持
つ
学
校
法
人
獨
協
学
園
と
姫
路
市
が
「
公
私
協
力
方
式
」
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
誕

生
し
た
。
こ
の
方
式
は
、
大
学
誘
致
を
目
指
す
姫
路
市
が
土
地
と
建
物
を
提
供
し
、
獨
協
学
園

が
大
学
と
い
う
教
育
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
大
学
を
開
校
さ
せ
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
各
地
に

生
ま
れ
た
公
設
民
営
大
学
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
開
学
時
点
で
は
外
国
語
学
部
と
法
学
部
を
、

平
成
元
年
度
か
ら
は
経
済
情
報
学
部
を
開
設
し
た
。
さ
ら
に
平
成
三
年
度
に
は
修
士
課
程
（
言

語
教
育
研
究
科
と
法
学
研
究
科
）
を
置
き
、
五
年
度
に
は
経
済
情
報
研
究
科
を
開
設
す
る
な
ど
、

写真 202　�姫路獨協大学（昭和62年開学）�
（神戸新聞社提供）
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研
究
体
制
の
充
実
に
も
努
め
て
い
る
。
平
成
十
八
年
に
は
「
地
域
に
貢
献
す
る
大
学
」
と
し
て
医
療
保
健
学
部
、
十
九
年
に
薬

学
部
を
開
設
し
て
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
結
し
な
が
ら
地
域
の
求
め
る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

　
一
方
、
昭
和
六
十
三
年
に
流
通
大
手
・
ダ
イ
エ
ー
の
創
業
者
中な
か

内う
ち

㓛い
さ
おに

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
流
通
科
学
大
学
は
、
流
通
（
人
、

モ
ノ
、
金
、
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ
）
を
通
し
て
社
会
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
、

豊
か
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
と
い
う
新
し
い
理

念
の
下
に
、
実
学
に
強
い
人
材
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
商
学
部

の
み
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
平
成
六
年
に
は
情
報
学
部
を
、
さ
ら
に
十
三

年
に
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
学
部
と
い
う
、
従
来
の
大
学
に
は
な
い
斬
新
な
学
部
を

開
設
し
た
。

平
成
に
入
っ
て
隆
盛

を
見
せ
る
短
期
大
学

短
期
大
学
数
の
ピ
ー
ク
は
全
国
で
は
平
成
八
年
の
五
九

八
校
、
学
生
数
の
ピ
ー
ク
は
五
年
の
五
三
万
二
九
四
人
。

県
内
の
短
期
大
学
数
と
学
生
数
の
推
移
も
全
国
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
県
内

短
期
大
学
数
は
昭
和
六
十
二
年
か
ら
平
成
九
年
ま
で
は
最
多
の
二
八
校
、
学
生

数
も
五
年
の
三
万
四
一
三
七
人
が
最
多
で
、
そ
の
前
後
四
年
間
は
三
万
人
台
が

続
い
た
。

　
十
八
歳
人
口
に
占
め
る
短
期
大
学
へ
の
女
子
進
学
率
を
五
年
ご
と
に
追
う
と
、

昭
和
五
十
五
年
二
一
・
〇
％
→
六
十
年
二
〇
・
八
と
二
〇
・
〇
％
台
が
続
い
た
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後
、
平
成
二
年
二
二
・
二
％
、
七
年
に
は
二
四
・
六
％
（
最
高
は
前
年
六
年
の
二
四
・
九
％
）
に
ま
で
た
ど
り
着
く
。
こ
の
時
期

は
女
子
の
四
分
の
一
が
短
期
大
学
に
進
学
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
県
内
短
期
大
学
に
お
け
る
平
成
五
年
の
男
女
比
は
、
計
三
万
四
一
三
七
人
中
、
男
子
一
二
六
五
人
（
三
・
七
％
）
に

対
し
て
女
子
は
三
万
二
八
七
二
人
（
九
六
・
三
％
）
と
、
圧
倒
的
に
女
子
学
生
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。
大
学
に
比
し
て
短
い

修
業
年
限
と
比
較
的
安
い
学
費
、
さ
ら
に
は
幼
児
教
育
・
保
育
や
食
物
栄
養
、
福
祉
、
医
療
関
係
な
ど
、
卒
業
後
の
就
職
に
直

結
す
る
学
科
も
多
い
と
い
う
特
性
を
持
つ
短
期
大
学
は
、
女
性
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
発
展
し
、
女
性
の
教
育
水
準
の
向
上

と
社
会
進
出
に
貢
献
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

　
専
門
職
業
人
育
成
の
好
例
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
と
五
十
七
年
に
設
立
さ
れ
た
神
戸
市
立
看
護
短
期
大
学
と
神
戸
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部
が
あ
る
。
後
者
は
神
戸
大
学
医
学
部
が
母
体
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、
看
護
婦
（
士
）
や

臨
床
検
査
技
師
、
放
射
線
技
師
等
の
医
療
技
術
者
の
養
成
は
専
修
学
校
・
各
種
学
校
が

中
心
で
あ
っ
た
が
、
医
学
の
急
速
な
発
展
と
医
療
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
に
短

期
大
学
設
立
の
要
望
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
県
内
で
は
国
立
と
神
戸
市
立
の

医
療
関
係
の
短
期
大
学
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
神
戸
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
は
、
前
身
は
昭
和
二
十
四
年
設
置
の
兵
庫
県
立
医

科
大
学
附
属
高
等
看
護
学
院
と
、
四
十
四
年
設
置
の
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
衛
生
検
査

技
師
学
校
に
遡
る
。
こ
れ
ら
の
学
校
の
歴
史
を
受
け
継
い
で
、
昭
和
五
十
七
年
に
看
護

学
科
（
入
学
定
員
八
〇
人
）、
理
学
療
法
学
科
（
二
〇
人
）、
作
業
療
法
学
科
（
二
〇
人
）

写真 203　�神戸大学医療技術短期大学部
（昭和57年開校）（神戸大学提供）
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の
三
学
科
を
持
つ
短
期
大
学
部
と
し
て
開
校
し
た
。
さ
ら
に
五
十
八
年
に
は
衛
生
技
術
学
科
（
四
〇
人
）
も
合
わ
せ
て
四
学
科

体
制
と
な
っ
た
。

　
も
と
も
と
神
戸
大
学
医
学
部
の
附
属
学
校
と
し
て
医
学
部
の
所
在
地
で
あ
る
神
戸
市
生
田
区
（
現
中
央
区
）
楠
町
に
あ
っ
た
が
、
昭

和
五
十
三
年
に
須
磨
区
友
が
丘
に
移
転
し
て
お
り
、
短
期
大
学
部
発
足
時
に
は
独
自
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
神

戸
大
学
医
学
部
保
健
学
科
と
し
て
統
合
・
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
十
年
に
は
短
期
大
学
と
し
て
十
数
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
以
降
、
県
内
で
は
短
期
大
学
設
立
の
動
き
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
僅
か
に
昭
和
六
十
一
年
、
伊
丹
市
内
に
大
手

前
女
子
短
期
大
学
と
、
浪
速
短
期
大
学
の
二
学
科
（
広
報
科
と
デ
ザ
イ
ン
美
術
科
）
が
移
転
し
て
き
た
こ
と
と
、
翌
六
十
二
年
に

関
西
女
学
院
短
期
大
学
が
三
木
市
に
設
立
さ
れ
た
の
を
数
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

二
　
専
修
学
校
制
度
の
発
足
と
職
業
教
育
の
進
展

　
専
修
学
校
制
度
は
、
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
年
七
月
）
に
よ
り
、
五
十
一
年
度
か
ら
発
足
し
た
。

専
修
学
校
は
、
学
校
教
育
法
第
一
条
に
定
め
る
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学

校
、
特
別
支
援
学
校
、
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
」
以
外
の
教
育
施
設
で
あ
り
、
職
業
も
し
く
は
実
際
生
活
に
必
要
な
能
力
を

育
成
し
、
ま
た
は
教
養
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
組
織
的
な
教
育
を
行
う
学
校
で
あ
る
。
従
来
の
各
種
学
校
の
う
ち
、

一
定
の
規
模
や
水
準
を
有
す
る
も
の
を
専
修
学
校
と
位
置
づ
け
、
そ
の
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
県
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
に
専
修
学
校
制
度
が
発
足
す
る
ま
で
の
四
十
年
代
の
各
種
学
校
の
生
徒
数
は
、
四
十
二
年
度

の
八
万
二
五
四
八
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
、
五
十
年
度
に
は
五
万
四
〇
〇
七
人
（
三
九
八
校
）
と
な
っ
た
。
こ
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の
間
の
特
徴
を
教
育
分
野
別
に
み
る
と
、
和
洋
裁
の
割
合
が
低
下
し
、
医
療

関
係
の
学
校
や
予
備
校
な
ど
が
多
く
な
っ
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
度
以
降
は
、
各
種
学
校
か
ら
専
修
学
校
へ
の
移
行
が
進
み
、

各
種
学
校
は
更
に
減
少
し
て
い
く
。
昭
和
五
十
五
年
度
に
は
、
専
修
学
校
は

生
徒
数
一
万
一
九
六
三
人
（
六
二
校
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
各
種
学
校

は
三
万
五
一
九
七
人
（
二
九
二
校
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、平
成
六
年
度
に
は
、

専
修
学
校
は
大
き
く
増
え
て
二
万
六
四
八
人
（
九
八
校
）、
各
種
学
校
は
一
万

七
九
四
三
人
（
一
七
九
校
）
と
減
っ
て
い
き
、
生
徒
数
で
は
専
修
学
校
が
各

種
学
校
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
専
修
学
校
の
各
専
門
分
野
の
主
な
内
容
は
、
工
業
関
係
（
土
木
・

電
気
・
情
報
処
理
・
自
動
車
整
備
等
）、
医
療
関
係
（
看
護
・
歯
科
衛
生
・
臨
床
検

査
等
）、
衛
生
関
係
（
調
理
・
理
美
容
等
）、
教
育
・
社
会
福
祉
関
係
（
保
母
養

成
等
）、
商
業
実
務
関
係
（
経
理
簿
記・タ
イ
ピ
ス
ト
等
）、
家
政
関
係
（
和
洋
裁・

料
理
等
）
等
で
あ
る
。

　
平
成
六
年
時
点
の
設
置
者
別
の
専
修
学
校
の
設
置
状
況
を
み
て
い
く
。

　
国
立
は
四
校
、
国
立
姫
路
病
院
附
属
看
護
学
校
、
国
立
療
養
所
兵
庫
中
央
病
院
附
属
看
護
学
校
（
平
成
二
十
年
閉
校
）、
国
立

療
養
所
青
野
原
病
院
附
属
看
護
学
校
（
十
四
年
閉
校
）、
及
び
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
を
養
成
す
る
国
立
視
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力
障
害
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　
県
立
は
五
校
、
総
合
衛
生
学
院
、
厚
生
専
門
学
院
（
平
成
二
十
年
に
廃
校
）、

及
び
加
古
川
、
柏
原
、
淡
路
の
各
看
護
専
門
学
校
で
あ
る
。

　
市
・
組
合
立
は
五
校
、
播
磨
内
陸
医
療
事
業
組
合
立
播
磨
看
護
専
門
学
校
、

加
古
川
市
看
護
専
門
学
校
、
姫
路
市
准
看
護
高
等
専
修
学
校
、
相
生
市
立
相
生

市
看
護
専
門
学
校
、
公
立
八
鹿
病
院
看
護
専
門
学
校
で
あ
る
。

　
私
立
の
専
修
学
校
は
八
四
校
で
、
教
育
分
野
を
み
る
と
、
昭
和
五
十
五
年
度

に
比
べ
、
情
報
処
理
や
自
動
車
整
備
等
、
商
業
実
務
、
医
療
、
教
育
・
社
会
福

祉
の
各
分
野
の
生
徒
数
の
増
加
が
著
し
い
。

　
な
お
、
各
種
学
校
は
全
て
私
立
で
、
予
備
校
や
自
動
車
学
校
、
外
国
人
学
校

（
在
日
外
国
人
の
た
め
の
学
校
）
な
ど
の
生
徒
の
占
め
る
割
合
が
高
い
。

　
専
修
学
校
に
は
、
一
般
課
程
の
ほ
か
、
中
学
校
に
お
け
る
教
育
の
基
礎
の
上

に
教
育
を
行
う
高
等
課
程
と
、
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
の
基
礎
の
上
に
教
育

を
行
う
専
門
課
程
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
高
等
課
程
を
置
く
専
修
学
校
は
「
高

等
専
修
学
校
」
と
、
ま
た
、
専
門
課
程
を
置
く
専
修
学
校
は
「
専
門
学
校
」
と

称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
課
程
別
の
生
徒
数
を
み
る
と
、
平
成
六
年
度
の
生
徒

数
二
万
六
四
八
人
の
う
ち
、
専
門
課
程
は
一
万
六
〇
二
八
人
（
全
体
の
七
七
・
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六
％
）、
高
等
課
程
は
四
六
〇
五
人
（
全
体
の
二
二
・
三
％
）、
一
般
課
程
は
一
五
人
（
全
体
の
〇
・
一
％
）
で
あ
る
。

　
な
お
、
国
は
、
専
修
学
校
制
度
創
設
以
来
、
専
修
学
校
の
振
興
策
を
推
進
し
て
お
り
、
昭
和
六
十
年
に
は
、
専
門
課
程
二
年

制
卒
業
者
に
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験
受
験
資
格
が
付
与
さ
れ
、
ま
た
文
部
大
臣
が
指
定
し
た
三
年
制
高
等
課
程
の
卒
業
者

に
大
学
入
学
資
格
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
節
　
私
学
教
育
の
展
開

一
　
特
色
化
を
進
め
る
私
立
中
学
・
高
校

　
昭
和
四
十
年
代
は
、
県
内
で
私
立
中
学
校
の
新
設
は
な
か
っ
た
が
、
私
立
高
校
は
、
第
二
次
生
徒
急
増
期
の
ピ
ー
ク
の
平
成

元
（
一
九
八
九
）
年
度
を
控
え
た
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
に
神
戸
弘
陵
学
園
高
等
学
校
、
日
生
学
園
第
三
（
現
自
由
ヶ
丘
学
園
）

高
等
学
校
、
五
十
九
年
に
滝
川
第
二
高
等
学
校
が
開
校
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
元
年
に
生
野
学
園
高
等
学
校
が
開
校
、
平
成
四

年
に
は
神
戸
国
際
大
学
附
属
高
等
学
校
が
八
代
学
院
高
等
学
校
か
ら
校
名
変
更
し
、
さ
ら
に
六
年
に
は
、
神
戸
国
際
高
等
学
校

が
開
校
し
、
そ
の
時
点
で
、
県
内
の
私
立
中
学
校
は
三
八
校
（
う
ち
七
校
が
休
校
）、
私
立
高
校
は
五
二
校
を
数
え
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
私
立
学
校
は
独
自
の
建
学
の
精
神
に
立
っ
て
特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
て
い
る
が
、
中
で
も
生
野
学
園
は
、
学

校
運
営
の
方
針
を
「
不
登
校
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
全
寮
制
中
学
校
・
高
校
」
と
鮮
明
に
打
ち
出
し
開
校
し
た
。

平
成
十
四
年
に
は
中
学
校
も
開
校
し
て
い
る
。
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